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◆特集○話題の焦点

岐阜大学ＳＩＰ実装プロジェクトと
インフラミュージアム

◆夢インタビュー

ツリーハウスから始まる繋がりの輪で地域に元気を！
◆行ってみよう

フォレストアドベンチャー・栗東
◆おじゃまします

山甚建設株式会社



新
し
い
施
設
や
街
の
話
題
を
レ
ポ
ー
ト
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

　
「
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク

山
東
」
の
敷
地
内
に

昨
年
６
月
に
オ
ー
プ

ン
し
た
、
県
内
最
大

級
の
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
施

設
「
Ｇ
Ｌ
Ａ
Ｍ
Ｐ 
Ｅ

Ｌ
Ｅ
Ｍ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
」。「
グ

ラ
マ
ラ
ス
（
豪
華
な
）」

と
「
キ
ャ
ン
プ
」
を
掛

け
合
わ
せ
た
「
グ
ラ

ン
ピ
ン
グ
」
は
、
自

然
に
囲
ま
れ
た
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
、
ホ
テ

ル
の
よ
う
な
行
き
届
い
た
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
な

が
ら
、
ア
ウ
ト
ド
ア
ラ
イ
フ
を
楽
し
む
新
し
い

キ
ャ
ン
プ
ス
タ
イ
ル
で
す
。
快
適
な
テ
ン
ト
や

充
実
し
た
設
備
、
お
し
ゃ
れ
な
イ
ン
テ
リ
ア
な

ど
、
ア
ウ
ト
ド
ア
で
贅
沢
な
非
日
常
感
を
楽
し

め
る
と
あ
っ
て
、
最
近
人
気
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

目
の
前
に
雄
大
な
伊
吹
山
を
望
む
ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
活
か
し
、「
火
・
風
・
水
・
土
」
の
４

元
素
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
バ
ー
を
併
設
し
た
ラ

ウ
ン
ジ
「
ア
ス
ト
ラ
ル
（
メ
イ
ン
棟
）」
や
、
天

窓
か
ら
星
を
眺
め
る
こ
と
の
で
き
る
丸
い
球
体

型
の
テ
ン
ト
「
ホ
ワ
イ
ト
ド
ー
ム
」、
別
荘
感
覚

で
泊
ま
れ
る
カ
ヌ
ー
付
き
の
「
キ
ャ
ビ
ン
」
な

ど
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

料
理
は
ア
ウ
ト
ド
ア
料
理
研
究
家
監
修
の
ヘ

ル
シ
ー
で
お
し
ゃ
れ
な
ア
ウ
ト
ド
ア
料
理
、
準

備
や
後
片
付
け
は
す
べ
て
ス
タ
ッ
フ
が
行
う
の
で
、

池
に
面
し
た
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
で
ゆ
っ
く
り
食
事
を

楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

食
事
と

一
緒
に
い
た

だ
く
飲
み
物

の
ほ
か
、
併

設
の
バ
ー
の

飲
み
物
も
宿

泊
料
に
含
ま

れ
る
オ
ー
ル

イ
ン
ク
ル
ー

シ
ブ
方
式
で
、

パ
タ
ー
ゴ
ル

フ
や
カ
ヌ
ー
な
ど
の
ア
ウ
ト

ド
ア
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
ほ

か
、
施
設
内
の
ア
ス
レ
チ
ッ

ク
な
ど
フ
ァ
ミ
リ
ー
で
楽
し

め
る
ス
ポ
ッ
ト
も
盛
り
だ

く
さ
ん
。
自
然
の
美
し
さ

と
ア
ウ
ト
ド
ア
の
開
放
感
、

贅
沢
な
大
人
の
時
間
が
楽

し
め
る
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

　

今
シ
ー
ズ
ン
の
営
業
は
、

ヴ
ィ
ラ
や
テ
ン
ト
を
増
設
し

て
４
月
28
日
か
ら
ス
タ
ー

ト
す
る
予
定
で
す
。

Ｇグ

ラ

ン

Ｌ
Ａ
Ｍ
Ｐ 

Ｅエ

レ

メ

ン

ト

Ｌ
Ｅ
Ｍ
Ｅ
Ｎ
Ｔ（
米
原
市
）
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●公式サイト／http://www.glamp-element.jp/
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岐阜大学ＳＩＰ実装プロジェクトと
　　　　　　　　インフラミュージアム

近年、老朽化が進む橋やトンネルなどの社会基盤施設（インフラ）を、どのように維持管理していくかが大きな課題となっています。
岐阜大学工学部では、社会基盤工学科で学生の教育を行うほか、10年前から社会基盤メンテナンスエキスパート（ＭＥ）養成講座を開
講して、維持管理技術者の育成を目指すなど、その先駆的な取り組みが全国から注目を集めてきました。
広報委員のメンバーが岐阜大学を訪問して、インフラマネジメント技術研究センターの沢田和秀センター長と六郷恵哲特任教授に、
さまざまな取り組みについてお話をうかがいました。

ス
タ
ー
ト
は
産
官
学
み
ん
な
で

知
恵
や
技
術
を
持
ち
寄
る
場
づ
く
り
か
ら

　

各
地
で
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
が
進
み
、
平
成
24
年

に
起
こ
っ
た
「
笹
子
ト
ン
ネ
ル
」
の
崩
落
事
故
の
よ

う
な
重
大
な
事
故
の
リ
ス
ク
や
、
維
持
修
繕
費
の
増

加
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
管

理
と
更
新
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
技
術
の
開
発
と
技
術
者

の
育
成
を
望
む
声
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

岐
阜
大
学
で
は
こ
の
よ
う
な
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
た
め
、
平
成
20
年
に
「
社
会
資
本
ア
セ
ッ
ト
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
」
を
設
立
、
平
成

26
年
４
月
に
は
「
岐
阜
大
学
工
学
部
附
属
イ
ン
フ
ラ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
（
Ｃ
Ｉ
Ａ
Ｍ
）」

と
改
組
し
、『
ひ
と
つ
く
り
』『
し
く
み
つ
く
り
』『
こ

と
つ
く
り
』
を
３
つ
の
柱
に
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
維

持
管
理
に
関
す
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
技
術
の
教
育
研
究

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

取
り
組
み
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
岐
阜
県

内
の
建
設
会
社
と
岐
阜
大
学
工
学
部
社
会
基
盤
工

学
科
、
㈶
岐
阜
県
建
設
研
究
セ
ン
タ
ー
が
連
携
し
た

研
究
所
と
し
て
、
平
成
14
年
に
設
立
し
た
「
岐
阜
社

会
基
盤
研
究
所
」

で
し
た
。

　

さ
ま
ざ
ま
な

課
題
を
解
決
す

る
た
め
に
、
産

官
学
み
ん
な
で
ノ

ウ
ハ
ウ
や
技
術

を
持
ち
寄
っ
て
、

新
技
術
や
応
用

技
術
の
研
究
開

発
に
取
り
組
み
、

地
域
特
性
に
応

じ
た
具
体
的
な

技
術
課
題
や
行

政
課
題
の
解
決
を
図
り
、
建
設
業
界
全
般
の
技
術
力

の
向
上
・
活
性
化
を
目
指
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
官
と
民
が
意
見
や
情
報
を
交
換
す
る
機
会
を
早

く
か
ら
創
出
で
き
た
こ
と
が
、
そ
の
後
の
さ
ま
ざ
ま

な
展
開
に
つ
な
が
っ
た
」
と
沢
田
セ
ン
タ
ー
長
は
評

価
し
ま
す
。

官
民
が
共
に
学
び
、

活
発
な
技
術
交
流
の
担
い
手
に

　

そ
ん
な
中
で
社
会
人
土
木
技
術
者
の
技
術
を
向
上

さ
せ
る
た
め
に
始
ま
っ
た
の
が
、
社
会
基
盤
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
エ
キ
ス
パ
ー
ト
（
Ｍ
Ｅ
）
養
成
講
座
で
、
平
成

20
年
か
ら
こ
れ
ま
で
に
412
名
が
Ｍ
Ｅ
と
し
て
認
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

講
座
は
年
に
２
回
実
施
さ
れ
て
い
て
、
４
週
間
で

「
イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」「
橋
梁
の
設
計
・
ト
ン

ネ
ル
」「
橋
梁
の
維
持
管
理
」「
地
盤
と
斜
面
」「
土

構
造
物
・
水
道
・
河
川
構
造
物
」
の
５
科
目
、
90
分

×
80
コ
マ
の
講
座
を
集
中
的
に
受
講
す
る
と
い
う
も

の
。
座
学
か
ら
設
計
実
習
な
ど
の
演
習
、
点
検
・
施

工
・
維
持
管
理
実
習
ま
で
幅
広
く
学
び
、
全
講
座
を

修
了
す
る
と
「
履
修
証
明
書
」
が
授
与
さ
れ
、
Ｍ
Ｅ

認
定
試
験
に
合
格
す
る
と
岐
阜
大
学
よ
り
Ｍ
Ｅ
に
認

定
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
資
格
は
岐
阜
県
建
設
工
事
総
合
評
価
落
札
方

式
の
加
点
対
象
と
な
る
ほ
か
、
県
で
は
「
Ｍ
Ｅ
の
技

術
力
を
活
用
し
た
効
率
的
な
維
持
管
理
」
と
し
て
、

点
検
・
修
繕
包
括
業
務
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

平
成
28
年
度
よ
り
国
土
交
通
省
の
技
術
資
格
に
、
橋

梁
（
鋼
橋
）
の
点
検
と
診
断
、
橋
梁
（
コ
ン
ク
リ
ー

ト
橋
）
の
点
検
と
診
断
、
ト
ン
ネ
ル
の
点
検
と
診
断

の
６
つ
の
区
分
で
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
座
の
修
了
者
は
同
窓
会
組
織
「
Ｍ
Ｅ
の
会
」
を

組
織
し
て
、
勉
強
会
な
ど
を
開
い
て
盛
ん
に
技
術
交

流
を
行
っ
て
い
ま
す
。
役
所
と
民
間
企
業
の
技
術
者

が
分
け
隔
て
な
く
共
に
学
び
、
発
注
者
・
受
注
者
、

湖
国
街
か
ど
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
…
…
…

2

Ｇ
Ｌ
Ａ
Ｍ
Ｐ 

Ｅ
Ｌ
Ｅ
Ｍ
Ｅ
Ｎ
Ｔ

特
集
・
話
題
の
焦
点
…
…
…
…
…
…

3

岐
阜
大
学
Ｓ
Ｉ
Ｐ
実
装

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

イ
ン
フ
ラ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

行
っ
て
み
よ
う
…
…
…
…
…
…
…
…

６

フ
ォ
レ
ス
ト

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
栗
東

お
じ
ゃ
ま
し
ま
す
…
…
…
…
…
…
…

８

山
甚
建
設
株
式
会
社

絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
作
品
…
…
…

10

夢
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
…
…
…
…
…
…
…

13

ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
か
ら
始
ま
る

繋
が
り
の
輪
で
地
域
に
元
気
を
！

学
生
団
体
Ｃ
ｌ
ｏ
ｗ
ｎ

会
員
企
業
活
動
レ
ポ
ー
ト
…
…
…
…

14

湖
国
の
除
雪
隊
が
行
く
！

夢
け
ん
ひ
ろ
ば
…
…
…
…
…
…
…
…

16

「
仕
事
の
達
人
・
遊
び
の
達
人
」…
…

18

１
日
１
食
法
で
減
量
に
成
功

毎
日
の
ス
ト
レ
ッ
チ
で
腰
痛
予
防
も

藤
田
壮
一
郎
さ
ん

ク
イ
ズ

近
江
う
ま
い
も
の
紀
行
…
…
…
…
…

19

編
集
後
記

表
紙
写
真

「
み
ら
い
の
し
ょ
べ
る
か
ー
」松
尾
　
祥
秀

「
未
来
の
恐
竜
型
工
事
ロ
ボ
ッ
ト
」中
村
　
隆
誠

「
が
ん
ば
れ
シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
」大
橋
　
航

「
新
し
い
図
書
館
早
く
建
っ
て
ほ
し
い
な
」築
田
　
こ
こ
ろ

「
災
害
現
場
の
未
来
の
ロ
ボ
ッ
ト
重
機
」北
澤
　
風
唄

「
び
わ
湖
か
ら
見
る
近
み
大
橋
と
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
」望
月
　
琉
乃
介

「
た
だ
今
工
事
中
」丸
井
　
ひ
な
た

「
夜
も
が
ん
ば
る
工
事
の
車
」丸
井
　
湧
斗

「
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の
建
設
物
」上
田
　
咲
月

「
宇
宙
で
工
事
し
て
い
る
機
械
と
人
」金
井
　
千
華

「
時
の
変
化
～
過
去
か
ら
未
来
へ
～
」鈴
木
　
有
里
佳

「
未
来
の
昔
風
の
橋
」平
岩
　
実
千
瑠

野外で楽しむおしゃれなアウトドア料理

池のまわりにテントやキャビンが配置されている

幻想的な夜間のたたずまいも楽しみの一つ開放的なデッキのあるメイン棟

天窓のあるホワイトドーム別荘感覚のウッドキャビンユニークな形のロータステント

社会基盤メンテナンスエキスパート（ME）養成講座受講者のみなさん

23



職
種
な
ど
の
壁
の

な
い
技
術
を
核
と

し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
形
成
し
て
、
技

術
の
研
鑽
に
努
め

て
い
け
る
と
こ
ろ

に
意
義
が
あ
る
と

言
え
ま
す
。

　

そ
し
て
今
年
度

か
ら
始
ま
っ
た
大
学
院
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
「
イ
ン
フ
ラ
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
リ
ー
ダ
ー
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
、
建

設
業
で
働
い
た
経
験
の
な
い
大
学
院
生
と
Ｍ
Ｅ
の
社

会
人
学
生
が
一
緒
に
学
ぶ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
協
働
し

て
同
じ
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
学
生
は
実
践
的

な
知
識
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
社
会
人

学
生
と
交
流
す
る
こ
と
で
、
学
生
に
と
っ
て
建
設
業

の
仕
事
を
理
解
す
る
機
会
に
な
る
と
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
25
年
度
よ
り
文
部
科
学
省
・
成
長
分

野
等
に
お
け
る
中
核
的
専
門
人
材
養
成
等
の
戦
略
的

推
進
事
業
「
地
域
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
イ
ン
フ
ラ
再
生

技
術
者
育
成
の
た
め
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
設
計
」
の
採

択
を
受
け
、
同
様
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
長
崎

大
学
、
愛
媛
大
学
、
長
岡
技
術
科
学
大
学
、
山
口
大

学
、
舞
鶴
工
業

専
門
学
校
と
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム

を
構
築
し
て
、

人
材
育
成
事
業

の
さ
ら
な
る
推

進
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

見
て
、
触
れ
て
、
学
べ
る

イ
ン
フ
ラ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　

平
成
29
年
に
は
、
点
検
技
術
の
検
証
や
維
持
管
理

技
術
者
を
育
成
す
る
た
め
の
臨
床
教
育
用
教
材
と
し

て
活
用
す
る
た
め
、
ト
ン
ネ
ル
や
盛
土
な
ど
の
実
大

の
構
造
物
モ
デ
ル
か
ら
な
る
、「
イ
ン
フ
ラ
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
」
が
大
学
の
構
内
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

例
え
ば
ト
ン
ネ
ル
断
面
モ
デ
ル
で
は
、
昭
和
30
年

頃
か
ら
50
年
代
に
か
け
て
用
い
ら
れ
て
い
た
「
矢
板

工
法
」
と
、
50
年
代
に
導
入
さ
れ
た
「
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｍ
工

法
」
の
２
つ
の
工
法
に
つ
い
て
、
施
工
順
序
も
含
め

て
、
そ
の
違
い
や
特
徴
を
見
て
学
べ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

適
切
な
維
持
管
理
を
行
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
建

設
過
程
や
技
術
の
変
遷
を
学
ぶ
こ
と
が
不
可
欠
に
な

り
ま
す
。
見
学
者
か
ら
も
「
ど
の
よ
う
な
技
術
の
進

歩
に
よ
っ
て
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｍ
工
法
が
可
能
に
な
っ
た
の

か
、
土
木
史
に
つ
い
て
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
」
と

い
っ
た
反
響
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ト
ン
ネ
ル
モ
デ
ル
の
ほ
か
に
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋

モ
デ
ル
、
鋼
橋
モ
デ
ル
が
あ
り
、
さ
ら
に
盛
土
モ
デ

岐阜大学ＳＩＰ実装プロジェクトとインフラミュージアム

ル
も
現
在
建
設
中
で
す
。

　

学
部
や
大
学
院
、
Ｍ
Ｅ
養
成
講
座
な
ど
の
教
育
に

活
用
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
他
の
教
育
機
関
や
団
体

の
研
修
、
構
造
物
の
非
破
壊
調
査
や
点
検
技
術
の
評

価
な
ど
に
も
広
く
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

技
術
者
が
使
い
た
く
な
る

維
持
管
理
技
術
の
開
発
を
目
指
し
て

　

内
閣
府
主
導
の
「
戦
略
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
造

プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｓ
Ｉ
Ｐ
）」
は
、科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
実
現
す
る
た
め
に
省
庁
の
枠
や
旧
来
の
分

野
を
超
え
て
創
設
し
た
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

そ
の
中
の
一
つ
「
イ
ン
フ
ラ
維
持
管
理
・
更
新
・
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
技
術
」
の
分
野
で
、
維
持
管
理
技
術
の

研
究
開
発
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
追

加
公
募
に
応
募
し
た
「
岐
阜
大
学
Ｓ
Ｉ
Ｐ
イ
ン
フ
ラ

地
域
実
装
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

岐
阜
大
学
が
目
指
す
の
は
技
術
者
が
使
い
た
く
な

る
よ
う
な
維
持
管
理
技
術
で
、
Ｓ
Ｉ
Ｐ

技
術
が
普
及
す
る
よ
う
に
、
説
明
会
や

公
開
フ
ィ
ー
ル
ド
試
験
で
技
術
の
特
徴

を
紹
介
す
る
だ
け
で
な
く
、
参
加
者
か

ら
の
ニ
ー
ズ
や
ア
イ
デ
ア
を
技
術
開
発

者
に
伝
え
る
こ
と
に
重
点
を
置
き
、
発

注
者
と
受
注
者
、
技
術
開
発
者
の
間
で

活
発
な
意
見
交
換
が
行
え
る
よ
う
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
し
い
技
術
を
導
入
し
や
す

く
す
る
た
め
の
調
査
研
究
の
ほ
か
、
ド

ロ
ー
ン
な
ど
の
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
を
取
り

入
れ
た
橋
梁
点
検
の
た
め
の
指
針
づ
く

り
や
、
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
の
性
能
評
価
な

ど
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

イ
ン
フ
ラ
の
維
持
管
理
に
関
す
る
地

域
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
関

係
者
が
連
携
し
、
技
術
や
ア
イ
デ
ア
を

組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
よ
り
良
い
技
術

に
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
大
学
に
は
発
注
者
と
受
注
者
、
技

術
開
発
者
の
要
の
役
割
を
担
っ
て
い
く

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
Ｍ
Ｅ

養
成
講
座
の
こ
れ
ま
で
の
実
績
や
Ｍ
Ｅ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
活
用
で
き
る
岐
阜
大
学
な
ら
、
Ｓ
Ｉ
Ｐ
技
術
の

地
域
へ
の
普
及
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
ら
れ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
「
維
持
管
理
人
材
の
育
成
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
異
な

る
立
場
の
人
に
と
っ
て
、例
え
ば
『
安
心
快
適
』『
長

寿
命
』『
生
産
性
向
上
』『
や
り
が
い
』
と
い
っ
た
魅

力
的
な
目
標
と
な
っ
て
、
だ
れ
も
が
参
加
し
た
く
な

り
、
応
援
し
た
く
な
る
活
動
に
し
て
い
く
こ
と
が
大

切
」
と
い
う
六
郷
特
任
教
授
の
こ
と
ば
が
印
象
に
残

り
ま
し
た
。

　

同
大
学
を
要
と
し
た
岐
阜
県
の
建
設
業
界
の
動
き

に
、
今
後
も
注
目
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ゴム沓（タイプA、タイプB）

横締めPC鋼材

表面含浸材塗布面
（シラン系、ケイ酸塩系）

上縁定着部

ブロフジョイント、ハイブリッドジョイント

コンパクトゴム支承
[変更予定]

ソールプレート
疲労対策有

非合成桁（スラブアンカー有）

あと施工アンカー

天竜峡大橋の
塗装仕様

金華橋で使用されて
いた鋼製支承

足場用吊金具仕様

RCとPC床版端対傾構
合成桁

（頭付スタッド有）

拡大図拡大図

木矢板

鋼製支保工

覆工コンクリート 覆工コンクリート

吹付けコンクリート

ロックボルト

地山と吹付けコンクリート
が密着する地山と木矢板との

間に隙間ができる

■トンネル断面モデル
トンネルの基本的な構造で
ある矢板工法とＮＡＴＭ工法
について学び、施工順序も
含めて視覚的に把握するこ
とができる。

NATM工法矢板工法

■コンクリート橋モデル
プレストレストコンクリートの基
本的な構造や、特に重要な定着
部等の構造について学ぶこと
ができる。

■鋼橋モデル
損傷の発生しやすい鈑桁端部を
モデル化した構造で、鋼橋で採用
される各種の構造について学び、
1970～2000年の構造・施工法
の違いを理解できる。

■盛土モデル
再現された補強土の補強部分や
軽量盛土の構造、ブロック積みの
背面を見ることができ、土構造物
のイメージを理解できる。

平成30年度後期講座（第20期）
●受講申請期間　平成30年６月４日（月）～６月29日（金）
●募集人員　　30人
●受講期間　　平成30年８月20日～９月14日
●受講料　　　25万円
※�厚生労働省の「専門実践教育訓練給付金」の支給対象と
して認定されています。
　�受講資格、受講申請手続きなどの詳細は、以下のセン
ターホームページで確認してください。
　https://www1.gifu-u.ac.jp/~ciam/

社会基盤メンテナンス
エキスパート（ＭＥ）養成講座

募集要項

インフラミュージアム
維持管理技術者の学習や点検技術の検証
のほか、社員研修や新人研修などにもぜひ
活用したい施設です。
〈インフラミュージアム見学申し込み・問い合わせ〉
●岐阜大学工学部附属インフラ
　マネジメント技術研究センター
　（事務局：工学部Ｅ棟３階E316室）
●Tel&Fax：058-293-2419
●E-mail：ciam-secretary@gifu-u.ac.jp

ブロック積み擁壁

補強土壁

重力式擁壁

軽量盛土

講座では90分×80コマの講座を集中的に受講する。

点検や施工実習など実践的な講義が
盛り込まれている。

近接撮影ができるドローンによる橋梁の点検

点検ロボットによる狭隘なブラケット部の点検

橋梁点検カメラシステムによる支承周りの近接点検

ロボット技術を取り入れた橋梁点検車の性能確認見学会

5 4



行ってみよう

フ
ォ
レ
ス
ト

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー・栗
東

栗
東
市

・小学４年生以上もしくは身長140㎝以上、体重130kgまで。
・中学生以下は18才以上の保護者もしくは同等の資格を持つ方と一緒に参加して頂きます。
・保護者の方1名につきお子様３名まで同伴可能です。
・�高校生のご利用の場合は、保護者の同伴は必要ありませんが、誓約書のご記入と地上か
らの付き添いをお願い致します。
・�サンダル、クロックス等での利用が出来ないためスニーカーまたはランニングシューズ持
参をお願いします。

アドベンチャーコース
利用条件

●大人・子ども　3,600円（８名以上の団体は3,300円）
●ガイドパック（プライベートガイド付き）　5,200円（コース１周）
※要事前予約

利用料金（ルール改正2018.3/1～）

体験前に必ず、専用の安全装置「ビレイシ
ステム」の扱い方についてレクチャーを受
けることになっている。

●栗東市観音寺字平谷459　●090-5794-0420
●新名神信楽ICから12分、「道の駅こんぜ」より1分
●ritto@foret-aventure.jp　●http://fa-ritto.foret-aventure.jp/
※営業日は上記サイトよりご確認ください。

高所から飛び降りて空中のネットに飛び移る
ターザンスイングを２人同時に体験できるよ
うになっている。

５つのコースをすべてまわると所要時間は約120分。
難しいアクティビティは迂回できるようになっている。

各コースの最後はジップスライドで一気に
滑り降りることができる。

エントランスと
屋外にある受付カウンター

自
然
と
の
共
生
を
テ
ー
マ
に

森
を
生
か
し
た

ア
ウ
ト
ド
ア
パ
ー
ク

　

森
を
そ
の
ま
ま
利
用
し
て
、
自
然
の
立

ち
木
の
上
に
設
け
ら
れ
た
足
場
（
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
）
か
ら
足
場
へ
と
、
さ
ま
ざ

ま
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
体
験
し
な
が
ら

空
中
を
進
み
、
最
後
は
ジ
ッ
プ
ス
ラ
イ
ド

で
一
気
に
地
上
に
滑
り
降
り
る
…
「
フ
ォ

レ
ス
ト
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
」
は
森
の
豊

か
な
自
然
の
中
で
、
空
中
散
歩
や
空
中

遊
泳
が
楽
し
め
る
施
設
で
す
。

　

ど
の
施
設
も
、
環
境
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
が

で
き
る
だ
け
少
な
く
な
る
よ
う
配
慮
し
な

が
ら
、森
の
自
然
や
地
形
を
生
か
し
た
コ
ー

ス
設
計
と
施
工
を
行
っ
て
い
る
の
が
特
徴

で
す
。
コ
ー
ス
を
設
置
す
る
た
め
に
森
の

間
伐
や
下
草
刈
り
を
す
る
こ
と
で
、
森
が

元
気
に
生
ま
れ
か
わ
る
こ
と
か
ら
、
遊
休

森
林
の
有
効
利
用
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
「
森
を
森
と
し
て
生
か
し
た
ま
ま
集
客
施

設
に
変
え
る
」
こ
と
に
よ
っ
て
、
整
備
さ

れ
な
い
ま
ま
に
放
置
さ
れ
て
い
る
森
林
を

活
用
す
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
、
平
成
17
年

と
18
年
に
は
林
野
庁
の
「
森
業
・
山
業
創

出
支
援
総
合
対
策
事
業
」
の
優
良
ビ
ジ
ネ

ス
プ
ラ
ン
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

だ
れ
で
も
安
全
に
楽
し
め
る
専
用
の
安
全
装
置
を
採
用

　

フ
ォ
レ
ス
ト
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
で
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
安
全
基
準
に
基
づ
い
た
施
設
の
設
計
、
施

工
、
運
営
を
行
い
、
各
施
設
の
ス
タ
ッ
フ
が
日
々
安
全
点
検
を
行
っ
て
、
緊
急
時
の
対
処
法
な
ど

を
検
討
し
、
レ
ス
キ
ュ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
を
行
う
こ
と
で
、
安
心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。

　

利
用
者
は
ハ
ー
ネ
ス
を
着
用
し
、
専
用
の
安
全
装
置
「
ビ
レ
イ
シ
ス
テ
ム
」
で
自
分
で
安
全
確

保
を
行
う
た
め
、
必
ず
安
全
講
習
を
受
け
て
安
全
器
具
の
操
作
方
法
を
教
わ
っ
て
か
ら
コ
ー
ス
に

出
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
コ
ー
ス
に
張
り
め
ぐ
ら
さ
れ
た
ケ
ー
ブ
ル
に
一
旦
安
全
装
置
を

セ
ッ
ト
す
る
と
、
最
後
ま
で
は
ず
さ
ず
に
移
動
で
き
る
の
で
落
下
の
危
険
を
回
避
で
き
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
難
易
度
の
高
い
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
コ
ー
ス
で
も
、
小
学
４
年
生
以
上
も
し
く
は
身

長
１
４
０
㎝
以
上
な
ら
年
齢
に
関
わ
ら
ず
、
ま
た
特
別
な
ス
キ
ル
が
な
く
て
も
安
全
に
だ
れ
で
も

楽
し
め
る
の
が
魅
力
で
す
。

　
「
自
分
の
安
全
は
自
分
で
守
る
」「
刻
々
と
変
化
す
る
自
然
に
対
応
す
る
」「
自
分
で
判
断
し
選

択
す
る
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
を
生
か
し
て
、
社
員
研
修
や
修
学
旅
行
、
自
然
体
験
な
ど
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。

最
も
高
い
足
場
は
樹
上
約
15
メ
ー
ト
ル

滝
や
源
流
も
あ
る
自
然
豊
か
な
施
設

　
「
フ
ォ
レ
ス
ト
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
栗
東
」
は
、
滋
賀
県

産
の
木
材
を
主
に
使
っ
て
作
ら
れ
た
５
つ
の
サ
イ
ト
、
46

の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
か
ら
な
る
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
コ
ー
ス
。

　

谷
を
越
え
て
滑
空
す
る
ス
リ
ル
満
点
の
ジ
ッ
プ
ス
ラ
イ

ド
の
ほ
か
、
フ
ォ
レ
ス
ト
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
初
の
「
デ
ュ

ア
ル
タ
ー
ザ
ン
ス
イ
ン
グ
」
で
は
、
高
所
か
ら
飛
び
降
り

て
「
タ
ー
ザ
ン
ス
イ
ン
グ
」
で
空
中
の
ネ
ッ
ト
に
飛
び
移

る
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
２
人
同
時
に
体
験
で
き
ま
す
。
難

易
度
の
高
い
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
は
迂
回
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
で
シ
ニ
ア
世
代
も
安
心
。

　

施
設
の
中
に
は
源
流
が
あ
っ
た
り
、
自
然
の
滝
が
あ
っ

た
り
と
非
常
に
自
然
豊
か
。
道
の
駅
や
バ
ン
ガ
ロ
ー
村

な
ど
も
す
ぐ
近
く
に
あ
る
の
で
、
家
族
や
グ
ル
ー
プ
で
１

日
ゆ
っ
く
り
自
然
と
親
し
む
休
日
が
過
ご
せ
る
注
目
の
ス

ポ
ッ
ト
で
す
。

フ
ラ
ン
ス
で
生
ま
れ
た
「
フ
ォ
レ
ス
ト
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
」
は
、
森

林
を
利
用
し
た
自
然
共
生
型
の
ア
ウ
ト
ド
ア
パ
ー
ク
。
平
成
18
年
に

日
本
第
一
号
の
「
フ
ォ
レ
ス
ト
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
フ
ジ
」
が
山
梨

県
の
富
士
山
麓
に
オ
ー
プ
ン
し
て
以
来
、
日
本
全
国
25
カ
所
以
上
に

施
設
が
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
29
年
７
月
に
は
、
滋
賀
県
初
と
な
る
「
フ
ォ
レ
ス
ト
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
・
栗
東
」
が
金
勝
の
森
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

デュアルターザンスイング

ジップスライド
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『
世
の
た
め 

人
の
た
め
に
』を
企
業
理
念
に

Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
に
も
積
極
的
に
取
り
組
む

大
正
13
年
創
業
の
伝
統
を
受
け
継
ぎ

新
た
な
分
野
に
も
果
敢
に
挑
戦

　

大
正
13
年
に
甲
良
町
で
創
業
し
た
山
甚
建
設
株
式

会
社
。「
昭
和
12
年
に
竣
工
し
た
豊
郷
小
学
校
の
基

礎
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
成
工
事
を
請
け
負
っ
た
り
、
京

都
で
建
て
売
り
住
宅
を
建
築
し
た
り
、
多
賀
の
木
材

を
東
京
ま
で
馬
車
で
運
ん
で
販
売
し
た
と
い
う
こ
と

を
聞
い
て
い
る
」
と
語
る
の
は
、
四
代
目
に
当
た
る

山
口
太
二
朗
社
長
。

　

戦
後
は
公
共
工
事
を
中
心
に
成
長
を
遂
げ
、
近
年

は
工
業
団
地
の
造
成
や
住
宅
地
の
開
発
な
ど
も
手
掛

け
る
よ
う
に
な
り
、
平
成
12
年
に
分
譲
地
開
発
や
不

動
産
仲
介
、
賃
貸
業
務
な
ど
を
行
う
山
甚
開
発
株
式

会
社
を
設
立
し
ま
し
た
。

　

長
く
土
木
中
心
に
や
っ
て
き
た
同
社
で
す
が
、
今

後
は
住
宅
建
築
で
も
実
績
を
伸
ば
し
て
い
く
こ
と
を

目
標
と
し
て
い
ま
す
。「
人
口
減
少
に
よ
る
先
細
り

が
懸
念
さ
れ
る
中
で
、
で
き
る
こ
と
を
増
や
し
て
経

営
の
安
定
を
図
っ
て
い
き
た
い
」
と
山
口
社
長
。

　

一
昨
年
か
ら
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
に
加
入
し
た

『
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
』
は
、
フ
ラ
ン
ク
・
ロ
イ

ド
・
ラ
イ
ト
が
提
唱
し
た
建
築
思
想
「
有
機
的
建

築
」
を
継
承
す
る
デ
ザ
イ
ン
性
の
高
い
注
文
住
宅

で
、
自
然
の
光
や
風
を
取
り
入
れ
た
住
み
心
地
の
よ

い
空
間
づ
く
り
や
、
流
行
に
左
右
さ
れ
な
い
デ
ザ
イ

ン
が
特
徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
20
代
の
頃
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
操
縦
免
許
を
取

得
す
る
た
め
渡
っ
た
ア
メ
リ
カ
で
ラ
イ
ト
の
建
築
に

出
会
っ
て
以
来
、
ず
っ
と
心
惹
か
れ
る
も
の
が
あ
っ

た
」
と
言
う
山
口
社
長
が
、
ぜ
ひ
手
掛
け
て
み
た
い

と
加
盟
を
決
め
た
も
の
で
、
こ
の
春
、
多
賀
町
に
第

１
号
と
な
る
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

意
欲
あ
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
推
進

　

地
元
の
学
校
の
校
庭
の
整
備
を
無
償
で
行
う
な

ど
、
長
年
に
渡
り
社
会
貢
献
活
動
を
行
っ
て
き
た
同

社
。
４
年
前
に
代
表
に
就
任
し
た
山
口
社
長
は
、
小

さ
い
会
社
な
が
ら
「
世
の
た
め
人
の
た
め
に
な
る
こ

と
を
す
る
」
と
い
う
創
業
時
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き

た
理
念
を
大
切
に
し
た
い
と
、『
世
の
た
め 

人
の
た

め
に
』
と
い
う
企
業
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
掲
げ

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

同
社
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
を
支
え
て
い
る
の
は
、
信
頼

さ
れ
る
企
業
で
あ
る
た
め
の
「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

の
遵
守
」、
使
命
感
に
満
ち
た
会
社
で
あ
る
た
め
の

「
働
く
誇
り
の
持
て
る
会
社
」、
次
世
代
へ
の
責
任
と

し
て
の
「
地
球
環
境
の
保
全
」、
地
域
社
会
へ
の
貢

献
を
大
切
に
す
る
「
地
域
社
会
と
の
共
生
」
と
い
う

４
つ
の
柱
。

　

さ
ら
に
、
建
設
技
術
や
環
境
な
ど
常
に
未
来
を
考

え
持
続
可
能
な
生
き
方
を
見
つ
め
な
が
ら
、
企
業
活

動
を
行
う
た
め
、
山
甚
グ
ル
ー
プ
“
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
”
宣

言
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
国
連
が
掲
げ
る
「
世

界
を
変
え
る
た
め
の
17
の
目
標 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
Ｓ
ｕ

ｓ
ｔ
ａ
ｉ
ｎ
ａ
ｂ
ｌ
ｅ 

Ｄ
ｅ
ｖ
ｅ
ｌ
ｏ
ｐ
ｍ
ｅ
ｎ

ｔ 

Ｇ
ｏ
ａ
ｌ
ｓ
）」
に
寄
り
添
い
、
地
域
か
ら
世
界

を
変
え
て
い
け
る
よ
う
企
業
活
動
を
進
め
て
い
く
と

い
う
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
意
欲
あ
る
優
れ
た
人
材
を
育
成
で
き
る
よ

う
、
働
き
や
す
い
職
場
環
境
の
整
備
に
も
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
女
性
が
活
躍
で
き
る
会
社
を
目
指
し

て
、
平
成
28
年
に
滋
賀
県
女
性
活
躍
推
進
企
業
認
証

制
度
の
一
つ
星
認
証
を
取
得
し
た
ほ
か
、
県
の
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
推
進
企
業
へ
の
登
録
、
イ

ク
ボ
ス
宣
言
な
ど
で
、
仕
事
を
し
な
が
ら
安
心
し
て

子
育
て
に
取
り
組
め
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
を
進
め

て
き
ま
し
た
。

　

ス
ピ
ー
ド
、
ク
オ
リ
テ
ィ
、
ア
イ
デ
ア
を
鍛
え

て
、
他
社
に
負
け
な
い
提
案
や
も
の
づ
く
り
を
行

い
、
新
た
な
価
値
を
創
造
す
る
こ
と
で
、
人
と
社
会

に
利
益
と
幸
せ
を
も
た
ら
す
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
る

同
社
。
そ
の
た
め
に
も
、
社
員
一
人
ひ
と
り
が
引
き

出
し
を
た
く
さ
ん
持
て
る
よ
う
に
、
個
性
を
伸
ば
す

人
材
育
成
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
山
口
社
長
は

考
え
て
い
ま
す
。

山
甚
建
設
株
式
会
社　
　
彦
根
市
高
宮
町
２
９
３
５　
　
　

代
表
取
締
役　

山
口�

太
二
朗

山口太二朗代表取締役

社屋
創業間もない頃に撮影された写真

宅地造成工事の施工例

同社が開発・造成した多賀町神田分譲住宅地

町道多賀絵馬通り線舗装工事 グラウンド（サッカーコート）改修及び防球ネットその他工事 近江八幡竜王線道路整備工事 金勝川河川災害普及工事 森の前川補助砂防総合流域防災工事

地域貢献の一環として行っている無賃橋とその周辺の清掃活動

現在建設中の
オーガニックハウスの

モデルハウス

オーガニックハウス
（イメージ）
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『夢けんプラザ絵画コンクール』
　次世代を担う子どもたちに向けて、建設産業の魅力を発信する目的でスタートした滋賀県建設業協会の「夢けんプ
ラザ絵画コンクール」。安全で快適な暮らしを送るためのインフラ整備や、まちの豊かな環境の整備など、多くの役割
を建設産業が担っていることや、その役割の大切さに関心を持ってもらい、子どもたちの豊かな感性や観察力、創造
力を育むことを目的に開催される、県内の小中学生を対象とした絵画コンクールです。

①「工事ではたらく機械と人」日常にある建設機械やあったらいいなと思う機械、未来の工事のようす工事現場で働く人のようす
②「道路やビルなどの工事のようす」住んでいるまちの道路、橋、ダムやビルなどの工事のようす
③「滋賀の建設物」住んでいるまちの道路、橋、ダムやビルなど

『夢けんプラザ絵画コンクール』第5回

テーマ テーマ

成安造形大学　准教授　宇野��君平
　第５回「夢けんプラザ絵画コンクール」の審査に今年も参加させていただきました。私自身、幼い頃から働く車が大好きで、このコンクールを毎年楽しみにしています。
早いもので、初めて審査に関わってから５年目を迎え、応募作品や参加していただく学校も広がり、このユニークな活動が定着してきたことに感動しています。
　今年は、「滋賀の建設物」を新たなテーマに加えたことで、郷土の歴史的な建設物やランドマークとしての巨大な構造物、またそれと対峙する雄大な自然が描かれた作
品に出会うことができました。審査を通じて、こどもたちが描く風景が未来へと繋がっていく感覚と、建設業が風景に関わるスケールの大きな仕事であることを実感させて
くれました。絵を描いたり、ものを作ったり、そんな造形を楽しむ体験を通じて、このコンクールも未来のクリエイターやエンジニアを育成する活動として、更に発展して
いくことを願っています。

「夜もがんばる工事の車」
丸井　湧斗（4年生）

「ただ今工事中」
丸井　ひなた（6年生）

「びわ湖から見る近み大橋とプリンスホテル」
望月　琉乃介（5年生）

未来の恐竜型工事ロボット
中村　隆誠（1年生）

ショベルカーやクレーン車のダイナミックなスケール
感は、どこか恐竜のイメージと繋がります。両者が協
力して働く様子が魅力的な作品です。

評

新しい図書館早く建ってほしいな
築田　こころ（2年生）

これは杭打ち作業をしている様子でしょうか。地面と
工事の様子や、背景のバランスが絶妙で、良く観察
して描いた力作です。

評

夜の星空と建設機械の黄、カラーコーンの赤、背
景の山の緑、遠くに見える町並みの青、夜の風景
を鮮やかな色彩で表現した美しい作品です。

評 弧を描くように表現された夕日を中心に、ホイール
ローダーとタンクローリーを象徴的に対峙させる構
図が、工事現場をドラマチックに演出しています。

評 ダイナミックな構図が魅力的で、建築や橋などの巨
大な構造物と、山や湖といった雄大な自然を対比
させ、影がそれを繋ぐ意欲作です。

評

入  選

入  選

優秀賞

優秀賞

「
み
ら
い
の
し
ょ
べ
る
か
ー
」

松
尾　

祥
秀
（
１
年
生
）

「
災
害
現
場
の

　
　

未
来
の
ロ
ボ
ッ
ト
重
機
」

北
澤　

風
唄
（
６
年
生
） お

魚
の
よ
う
な
未
来
の
機
械
が
協
力
し
て

何
か
を
つ
く
る
様
子
は
、
ま
る
で
家
族
の
よ

う
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
に
役
割
が
あ
る
よ
う
で
、

「
こ
れ
は
ね
、
土
を
削
っ
て
…
。」「
あ
れ
は

ね
、
土
を
集
め
て
…
。」
な
ど
、
作
者
の
声

が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
で
す
。
絵
を
通
じ
て
、

作
者
の
頭
の
中
の
イ
メ
ー
ジ
が
描
き
な
が
ら

広
が
っ
て
い
く
様
子
が
と
て
も
素
敵
な
作
品

で
す
。

評

切
る
、
つ
か
む
、
掘
る
、
と
い
っ
た
複
雑
な

機
能
を
丁
寧
に
描
き
分
け
た
り
、
遠
隔
操

作
に
よ
る
作
業
の
様
子
を
描
き
込
む
な
ど
、

現
場
の
状
況
が
良
く
伝
わ
る
作
品
で
す
。
ま

た
、
未
来
を
想
定
し
て
い
ま
す
が
、
と
て
も

現
実
的
で
社
会
的
な
テ
ー
マ
に
も
取
り
組
ん

で
お
り
、
多
く
の
要
素
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
１

枚
の
画
面
に
バ
ラ
ン
ス
良
く
構
成
し
た
秀
作

で
す
。

評
最優秀賞

最優秀賞

第１部
小学校低学年

の児童

第２部
小学校高学年

の児童

が
ん
ば
れ
シ
ョ
ベ
ル
カ
ー

大
橋　

航
（
３
年
生
）

ビルが上にいくほど大きくなる逆パースの効
果、屋上のクレーンと空の関係や手前のショ
ベルカーと働く人の関係が、豊かな空間を表
現しています。

評

「
は
た
ら
く

　
　
　

シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
」

岩
見　

胡
南
（
１
年
生
）

「
回
て
ん
ロ
ボ
ッ
ト

　
　
　
　
　

シ
ョ
ベ
ル
」

花
房　

ゆ
う
き
（
２
年
生
）

「
夏
の
琵
琶
湖
大
橋
」

為
則　

聡
介
（
１
年
生
）

「
ダ
ム
の
工
事
」

三
宅　

貴
広
（
３
年
生
）

「
土
を
お
せ
！

　
　
　
　

ブ
ル
ド
ー
ザ
」

久
保　

秀
明
（
３
年
生
）

「
油
圧
シ
ョ
ベ
ル
」

大
石　

悠
斗
（
２
年
生
）

「ショベルカーと働く人たち」
塩﨑　琴美（5年生）

「働くショベルカー」
田中　悠貴（6年生）

「水しぶきのオランダ堰堤」
濵山　伊吹（5年生）

「瀬田のから橋と漁船」
滝川　奏星（4年生）

「瀬田の唐橋」
吉本　晃明（6年生）

「砂を運ぶオフロードダンプトラック」
山本　慎也（5年生）
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立
命
館
大
学
建
築
都
市
デ
ザ
イ
ン
学
科
の
学

生
で
構
成
さ
れ
る
学
生
団
体「
Ｃ
ｌｏｗｎ
」は
、ツ

リ
ー
ハ
ウ
ス
の
設
計
施
工
、さ
ら
に
イ
ベ
ン
ト
の

企
画
を
通
じ
て
地
域
を
活
性
化
す
る
活
動
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
彦
根
市
の
荒
神
山
自
然
の
家
に
４
基
目

の
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
を
建
設
、完
成
記
念
イ
ベ
ン
ト

や
各
地
の
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
を
結
ん
で
の
イ
ベ
ン
ト

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

代
表
を
務
め
る
荻　

智
隆
さ
ん
に
お
話
を
う
か

が
い
ま
し
た
。 ツ

リ
ー
ハ
ウ
ス
か
ら
始
ま
る

繋
が
り
の
輪
で
地
域
に
元
気
を
！

●
何
名
く
ら
い
の
メ
ン
バ
ー
が

　
活
動
さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
。

　

現
在
メ
ン
バ
ー
は
114
名
で
、
設
計
部
、
営
業
部
、

イ
ベ
ン
ト
の
企
画
や
運
営
を
行
う
渉
外
企
画
部
、
広

報
部
の
４
つ
の
部
門
に
分
け
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

●
ど
の
よ
う
に
し
て
設
計
さ
れ
る
の
で
す
か
。

　

ま
ず
、
設
計
部
が
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
の
設
計
案
を
出

し
て
、
コ
ン
ペ
形
式
で
Ｃ
ｌ
ｏ
ｗ
ｎ
の
中
で
絞
り
込
ん

で
か
ら
、
地
元
の
方
々
を
対
象
に
し
た
設
計
講
評
会

を
行
っ
て
、
地
域
の
方
々
の
ご
意
見
を
う
か
が
い
、

子
ど
も
た
ち
の
希
望
も
反
映
し
な
が
ら
決
め
て
い
き

ま
す
。

●
そ
し
て
全
員
で
施
工
さ
れ
る
ん
で
す
ね
。

　

９
月
に
行
う
２
週
間
の
夏
合
宿
で
完
成
さ
せ
ま

す
。
最
初
に
講
習
会
を
開
い
て
、
先
輩
か
ら
１
回
生

に
工
具
の
使
い
方
を
教
え
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
す
。

寝
起
き
を
共
に
し
て
、
一
つ
の
も
の
を
つ
く
り
上
げ

る
こ
と
を
通
し
て
、
も
の
づ
く
り
の
苦
労
や
喜
び
、

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
大
切
さ
を
学
ぶ
よ
い
機
会
に
な
っ
て

い
ま
す
。

●
一
連
の
活
動
に
は
ど
の
よ
う
な

　
趣
旨
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
「
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
か
ら
は
じ
ま
る
繋
が
り
の
輪
」
を

活
動
理
念
と
し
て
、
も
の
づ
く
り
を
通
し
て
子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
た
く
さ
ん
の
人
々
に
夢
を
与
え
る
こ

と
、
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
を
各
地
に
造
っ
て
新
た
に
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
輪
を
形
成
す
る
と
い
う
活
動
を
、
全
国
に

広
げ
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

●
造
る
だ
け
が
目
的
で
は
な
い
と

　
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　

耐
用
年
数
を
７
年
と
決
め
て
、
７
年
後
に
解
体
す

る
と
こ
ろ
ま
で
地
域
と
関
わ
り
を
持
っ
て
、

日
々
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
地
域
に
お
願
い

し
、
定
期
的
な
点
検
と
改
修
は
Ｃ
ｌ
ｏｗｎ

が
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

●�

荻
さ
ん
ご
自
身
は
ど
う
し
て
こ
の
団
体

に
入
ろ
う
と
思
わ
れ
た
の
で
す
か
。

　

１
回
生
の
時
に
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ

を
見
て
、
お
も
し
ろ
そ
う
だ
っ
た
の
で
入

会
し
ま
し
た
。
山
口
県
の
私
の
故
郷
は
、

小
学
校
が
廃
校
に
な
る
く
ら
い
過
疎
化
が
深
刻
な
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
代
表
に
手
を
挙
げ
た
の
は
、

そ
う
い
う
地
域
を
見
て
き
て
、
楽
し
く
活
動
し
な
が

ら
地
方
を
少
し
で
も
元
気
に
し
て
い
こ
う
と
い
う
Ｃ

ｌｏｗｎ
の
趣
旨
に
賛
同
し
た
か
ら
で
す
。

●
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
通
じ
て

　
感
じ
て
お
ら
れ
る
こ
と
は
？

　

地
域
の
活
性
化
が
私
た
ち
の
活
動
の
目
的
で
す

が
、
学
生
の
力
で
目
に
見
え
る
結
果
を
出
す
の
は
な

か
な
か
難
し
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
大
事
な
こ
と

は
き
っ
か
け
を
作
る
こ
と
で
、
若
い
人
が
い
な
く
な
っ

て
高
齢
者
ば
か
り
に
な
っ
て
し
ま
う
と
、
動
き
出
す

ま
で
が
な
か
な
か
難
し
い
の
で
す
が
、
ツ
リ
ー
ハ
ウ

ス
を
つ
く
る
こ
と
が
動
き
出
す
き
っ
か
け
に
な
て
く
れ

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
今
後
の
活
動
予
定
に
つ
い
て
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

　

今
年
は
長
浜
市
の
「
大
見
い
こ
い
の
広
場
」
に
建

設
す
る
予
定
で
す
。
昨
年
、
建
て
て
ほ
し
い
と
い
う

お
話
を
い
た
だ
い
て
、
今
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

●
最
後
に
荻
さ
ん
の
将
来
の
夢
に
つ
い
て

　
聞
か
せ
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

　

活
動
を
通
じ
て
得
た
こ
と
や
大
学
で
学
ん
だ
こ
と

を
、
少
し
で
も
自
分
を
育
て
て
く
れ
た
地
元
に
還
元

し
た
い
、
建
築
、
も
の
づ
く
り
の
目
線
か
ら
地
元
を

元
気
に
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

学生団体 Clown
平成26年、建築科の４人の学生が「TMP」という
名称で活動を開始。兵庫県丹波市のキャンプ場
に、地元の工務店の協力を得て第1基目のツリー
ハウスを建設、以後名称を「学生団体Clown」に
変更、現在のメンバーは114名。
名称にはピエロのように子どもたちに夢を与え、
大人には忘れかけていた何かを想起させるよう
な存在になりたいという想いが込められている。京都市山村都市交流の森に建てた「光

こ

の葉
は

」

第３部
中学校の生徒

「
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の
建
設
物
」

上
田　

咲
月
（
３
年
生
）

美
し
い
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
を
レ
イ
ヤ
ー
の
中

心
に
設
定
し
て
、
手
前
や
奥
に
複
雑
に
入
り

組
ん
だ
部
屋
や
樹
木
の
関
係
を
丹
念
に
描
い

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
階
層
構
造
を
確
認

し
な
が
ら
空
間
を
描
く
行
為
は
と
て
も
集

中
力
を
要
し
ま
す
。
ま
た
、
構
造
物
の
垂

直
や
水
平
の
直
線
と
樹
木
の
有
機
的
な
曲

線
の
対
比
が
美
し
く
、
見
事
な
作
品
で
す
。

評

最優秀賞

「
時
の
変
化
～
過
去
か
ら
未
来
へ
～
」

鈴
木　

有
里
佳
（
３
年
生
）

新しい家が建つと、以前は何があったのか
が以外と思い出せないことがあります。そん
な見慣れた風景の移ろいを考えさせてくれる
観念的な作品です。

評

「未来の昔風の橋」
平岩　実千瑠（1年生）

竜宮城に出てくるような昔話の世界を、未来の風景
として表現しています。スパッタリングによる絵の
具の効果が美しく、幻想的な雰囲気を演出してい
ます。

評

「宇宙で工事している機械と人」
金井　千華（3年生）

宇宙空間で働く人や機械のサイズを微妙に調節す
ることで、広がりのある空間が表現されています。

評

入  選

優秀賞

「夜のもみじ街道」
大野　紗椰（2年生）

「宇宙にエレベーターを建てよう!!」
福島　ひかり（3年生）

「工事現場で大活躍、
　　　　パワフルユンボ」
茶木　茉緒（3年生）

「ビルの工事のようす」
土田　ちこ（1年生）

「夜をてらすカラフル未来トラック」
寺田　芳章（1年生）

「懐かしさ」をコンセプトにした彦根市の「木
き ゅ う

遊ぶ」

1基目のツリーハウス「いろは、」（兵庫県丹波市） 米原市のうかの冒険遊び場のツリーハウス「灯
あ か す

巣」

「木遊ぶ」の完成記念イベント

完成した「木遊ぶ」の前で記念撮影
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25日（木）

湖国の除雪隊が行く！
記録的な積雪に見舞われた北陸で国道の車が立ち往生するなど、今年の冬は各地に大雪の被害がもたらされました。
国や自治体では、積雪の状況によって主要な道路の除雪作業を行っています。除雪のための特殊な車両を運転するには、大型特殊免
許や建設機械施工技士などの資格が必要なことから、除雪の担い手となるのは日頃から重機を扱っている地元の建設業者です。
今シーズン最大の寒波が接近する１月25日、国土交通省滋賀国道事務所彦根維持出張所を訪ねて、除雪活動を密着取材しました。

　彦根維持出張所では、国道８号線の竜王町鏡から米原市西円寺と８号線バイパス、および国道21号線の米原市西円寺から岐
阜県境までの除雪作業を行っています。
　除雪業務を請け負っているのは岐建・田中シビルテック地域維持型建設共同企業体で、取材では実際の作業を請け負う奥儀建
設株式会社の八幡さんに案内役をお願いしました。

24時間体制で雪に備える
　詰め所での待機は、国交省から
送られてくる雪氷予報情報に基づ
いて、対応や班の編成を行って決
定されます。１日に何回出動が必
要なのかも見えてくるので、交代
要員を準備して24時間体制を整
えます。
　今回の待機は23日の夜から始
まり、取材にうかがった25日は10
名が待機していましたが、全体で
のべ50名が作業にあたりました。

すべての作業を細かく記録
　オペレーターは雪寒巡回日誌に、岐阜県
境から竜王町鏡まで30か所あるチェック
ポインの通過時刻、天候、路面状態、交通
状況、路面温度などを記録します。
　また、除雪作業は公共工事であるため、
作業内容のほか、積み込んだ薬剤の量や
散布量、移動距離、稼働時間などを整理・集
計して報告書を作成し、発注者に提出しな
ければなりません。

高齢化が進む熟練技能者
　除雪グレーダーに付いている雪を払う
刃は、路面に触れると一気に減ってしま
います。しかし、路面から遠ざけると雪が
残ってしまいます。ここに熟練のテクニッ
クが必要なのですが、グレーダーの刃を
走行しながら微調整できる運転技能者が
いなくなってきています。
　最近では、大型免許を持っている若い
人が少なく、不規則な作業環境も相まっ
て、なかなか若い方が除雪対応に来てく
れないそうです。今は熟練技能者の方々
が頑張っていますが、世代交代しないと
近々に除雪できる人がいないという状況
になっていきます。
　昔に比べて労働条件も徐々に改善さ
れているとのことですが、さらなる改善に
取り組むだけでなく、改善されていること
のＰＲも必要です。

融雪剤散布は一晩に５回
　彦根維持出張所の場合、散布車
は一晩に５回出動して繰り返し融
雪剤を散布します。この日も23時
50分に帰還した北向きの散布車
が融雪剤を積んですぐに出発、０時
20分に戻った南向きの散布車も
融雪剤を積むとすぐ出発しました。
　その後２時には北向きが、２時
20分には南向きの散布車が戻り、
乗員を交替して４回目の散布に出
発しました。

除雪業務の課題
●勤務時間が長い（人がいないから続けての作業になる・昼間に別の作業がある）。
●高速が止まると確実に国道が詰まるので、除雪作業もできなくなる。
●除雪車の数に限りがあるので、精いっぱい動いても除雪しきれずもどかしい。
●�待避所を少し開けてあげたいという気持ちがあっても、本線が優先になるので
心苦しい。
●住民の皆さんからの苦情はないが、警察からの催促は多い。

除雪業務でやりがいに思うこと
●�みんなで和気あいあいとした雰囲気なのが一番楽しい。
●�業務形態上、長い時間を一緒に過ごすので自然と良い人
間関係を構築できる。
●�それぞれがお互いに気を
　使いながら、時には年齢を超えて
　冗談を言い合う雰囲気。
●社会的意義を強く感じられる。

密 着
レポート

モニターで滋賀県
全域の降雪状況を
チェック。高島、西浅
井の一部で降雪が
あるものの、全体的
に道路に雪はない
とのこと。融雪剤の
散布計画について
打ち合わせ。

18:30

南向きの散布車が帰還。米原市を中心にこの後2時間くら
い雪が多く降るという気象情報を受け、南向きの融雪剤散

布を中止して、５時から除
雪グレーダー、除雪トラッ
ク、散布車を総動員して除
雪作業に向かうことに。

4:30

長久寺から西円寺を走る
除雪車両の仕事の確認
へ。GPS情報で除雪車
両の位置を確認し、先回
りできる位置へ移動。

7:00

融雪剤の散布車が出動。２人一組で
散布車に乗り込み、北の県境までの
約60ｋｍと南の竜王町鏡までの約60
ｋｍの南北に分かれて２台が出発。

19:00

北向きの散布車が帰還し、すぐに融雪
剤を積み込み、そのまま連続で３回目
の融雪剤散布に出動。

23:50

米 原BP高 架 橋 の
下にある融雪装置
用の薬液タンクの
容量を点検。空が
白んでくる。

6:45

柏原付近で雪が降り始め
たため、柏原梓河内線の
融雪装置（水を出して路面
の雪を溶かす）を起動。

19:15

融雪剤の散布車が柏原基
地に、南の散布車が竜王
町鏡に到達。ここから折り
返しで戻ってくる。

20:30

北向き、南向きの散
布車が４回目の散布
に出発。これまで散布
車に乗っていた隊員
は仮眠を取り、翌日の
現場での仕事に備え
るとのこと。

2:30

米原BPの除雪状況
を確認。西円寺方向
から低速走行でやっ
て来る車両を待つ。

5:45

戻って来た北向き
の散布車に３トン分
の融雪剤を積み込
み、運転者を交代し
て再度出発。

21:30

戻って来た南向き
の散布車には、融雪
剤の大きな塊が詰
まっていたため、こ
れを取り除き、融雪
剤を積んで出発。

22:00

26日（金）

車両の点検、交替要員へ
の引き継ぎなどを行って
業務を終了。

8:30

お疲れさまでした！

5:30
作業の記録・報告書作成のため、オペレー
ターの八幡さんも現場に向かう。スマー
トフォンのアプリを使って、グレーダー、
除雪トラック、散布車のGPS情報をリア
ルタイムで確認することができる。

8:00
彦根維持出張所へ戻る道中も八幡さんは
除雪の状況をチェック。時には道路にたれ下
がってくる竹の除去を指示することも。通勤
時間帯を融雪剤散布だけでしのぐため、彦

根 維 持 出 張
所で待機して
い る 隊 員 に
散 布 車 の 準
備を指示。

除雪隊のみなさん！ 今年も地域のための除雪作業ありがとうございました！
手の空いた作業員が手作業
で歩道を除雪することも。15 14



んけ夢夢
『けんせつフェスタしが』を開催しました

夢けんプラザ絵画コンクールの審査会と表彰式

滋賀県建設業協会の活動について
ご紹介するコーナーです。
協会広報委員会のフェイス
ブックもあわせてご覧ください。

「平成29年度 滋賀県メンテナンス技術者養成講座」が終了

第５回婚活パーティーを開催

広報委員会の動き～『夢けんせつ春号』の取材など～

　滋賀県建設産業魅力アップ実行委員会主催で、建設産業の魅力を発信する『け

んせつフェスタしが』が、平成29年12月16日（土）に大津港にて開催されました。

　冷たい風の吹く中でしたが、たくさんのお客様にお越しいただき、盛大に開催

されました。

　出展ブースは、官公庁および建設産業団体連合会加盟団体を中心に36ブース。

ご来場のお客様は約２,100名となり、大盛況で幕を閉じました。

　たくさんのご来場、ありがとうございました

　10月４日、大津建設会館において第５回「夢けんプラザ絵画コンクール」の審査会が成

安造形大学の協力のもと開催されました。今回は県内34の小中学校より266点の応募をい

ただき、感性や観察力が豊かで力強い作品が多い中、第１部、第２部、第３部より最優秀

賞、優秀賞、入選の合計29点の入賞作品が決定しました。

　そして、最優秀賞を受賞された学校に表彰状を授与するため、12月５日に永源寺中学

校、12月７日に大宝東小学校、12月13日に小松小学校を本庄協会長が訪問、校長先生方の

前で受賞された生徒さんへ表彰状と賞品を手渡しました。

　滋賀県建設業協会が中心となって今年度からスタートした「滋賀県

メンテナンス技術者養成講座」（本誌昨年秋号でも掲載）が、予定どお

り３回開催され、24名の受講者全員が修了しました。

　今年度は７月、８月、そして２月に開催され、全員が、足掛け３日間

の講習会を舞鶴工業高等専門学校および滋賀県会場（実橋での講習

含む）で受講し、橋梁工学や、コンクリート・鋼橋構造物の損傷と対策、

現場実習ガイダンス、詳細調査手法等について学びました。来年度も

この講座は継続して開催します。

　この講習会受講生が、滋賀県の橋を守り、県民に一層の安心と安全

を提供できる技術者として活躍してくれることを期待しています。

　未婚化、晩婚化対策として、滋賀県建

設業協会では協会員に出会いの場を提

供する社会貢献事業として、婚活パー

ティーを開催しています。

　平成29年11月11日（土）にフェリエ南

草津において開催された、第５回目とな

る婚活パーティー、男性22名女性19名が

参加され、エンディングでは７組のカッ

プルが誕生しました。

　また、一昨年の第４回婚活パーティー

で誕生したカップルが、この春、めでたく

挙式されることになりました。

　会場の準備のほか、現場で働く男性参

加者の映像制作や、出会いの場を盛り上

げるためのプログラムづくりなど、たい

へんなことも多い事業ですが、カップル

が誕生し、さらにゴールインされること

がなによりの励みになります。

　青年部の先輩から声をかけていただいて婚活パーティーに参加しましたが、正
直なところその時はまったく期待していませんでした。
　ところが、たまたま正面に座っていた女性と音楽の話などで楽しく盛り上がり、
すっかり意気投合してパーティーが終わってから食事に行きました。今から思うと、
すでにその時、お互いに運命的な何かを感じていたと思います。
　プロポーズは昨年の４月、二人の交際を知っているまわりの人たちからは、いつ
プロポーズするかと注目されていたようです。
　彼女はしっかりと自立した大人の女性で、ケンカしても翌日には普通に接してく
れるし、忙しい時は休日も働いたり、帰りが遅くなったりするという自分の仕事に理
解があるのもありがたいです。
　30歳を過ぎているので両親もとても喜んでくれました。彼女と出会っていなかっ
たら婚期が遅れて心配をかけていたかもしれません。
　まず出会わないことには始まらないし、出会いのチャンスはどこに
あるかわかりません。だから、婚活パーティーにはぜひ行ってみるべ
きだと思います。

幸せいっぱいのＮさんにお話をうかがいました。

Ｎさん、メッセージありがとうございました！
お二人が末永くお幸せに、そして力を合わせてあたたかいご家庭を築かれますことを願っています。

　広報委員会では、昨年11月21日の「フォレストアドベンチャー・栗東」の

体験取材を皮切りに、『夢けんせつ春号』の取材をスタートしました。

　12月22日には、「おじゃまします」の取材で彦根の山甚建設㈱様を訪

れ、その後、会議室をお借りして第５回広報委員会を開催しました。

　「特集　話題の焦点」では、早くからインフラメンテナンスの研究と技術

者の養成に取り組んできた岐阜大学を訪問、沢田和秀インフラマネジメ

ント技術研究センター長と、六郷恵哲特任教授にお話をうかがい、構内に

開設されたインフラミュージアムを見学させていただきました。

　また、３月14日には立命館大学草津キャンパスで「学生団体Clown」を

取材しました。

17 16



　寒い冬が終わり、ようやく暖かくなりました。編集後記を書いている
3月中旬は三寒四温の真っただ中ですが、冊子が発行される頃にはびっ
くりするぐらい暖かくなってるのでしょうね。
　今回私は、除雪隊の活動を実際に泊まり込みで密着取材させていた
だきました。１日だけなので大変さは身に染みていませんが、思った以
上に楽しそうに仕事されているのが印象的でした。確かに身体的には厳
しい仕事ですが「地域のために、俺たちがやらねば誰がやる？」の精神で繋がっている仲間との共同作業
ですから、やりがいの方が大きくなるのかもしれません。
　思えば、我々建設業の仕事って、結局は「俺たちがやらねば誰がやる？」に集約されるんでしょうね。
その延長線上にモノづくりの楽しさや達成感がある。社会の役に立つという充実感とモノづくりの達成感
が味わえる仕事「建設業」の魅力、これからもお伝えできればと
思います。
　今回の夢けんせつで現広報委員会は解散になり、新たなメンバー
による活動が開始されます。我々がやり残した宿題を引き継ぎつつ、
新たな切り口で建設業の現在や明るい未来を語れるような広報活
動を続けていってください。
　取材にご協力いただいた皆様、広報活動をご支援くださった皆
様、そして、広報委員の皆様、本当にありがとうございました！

●�P&Q及びアンケート(返信用添付ハ
ガキ)の両方にお答えいただいた方
の中から抽選により粗品を進呈し
ます。ふるってご応募ください。
●�別のハガキにてご応募の方も住所、
勤務先(学校名)、氏名及びP&Qの答
え、アンケート、メッセージ等を書い
て送付してください。
●締め切り
　平成30年６月20日必着
●あて先
　〒520-0801
　大津市におの浜一丁目1-18
　(一社)滋賀県建設業協会��広報委員会

季刊夢けんせつ春号
◆
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通巻第687号
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TEL.077-522-3232（代）

FAX.077-522-7743
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パズル＆クイズ当選者

こ
の
道
一
筋
の
豆
屋
さ
ん
が
つ
く
る

「
煮
豆
」「
昆
布
巻
き
」

「
煮
豆
の
ど
ら
焼
き
」 

青
木
煮
豆
店（
大
津
市
）

●大津市木戸105-7
●077-592-0270
●営業時間／9時～18時
●不定休
※移動販売の場所や時間は以下の
　ホームページでご確認ください。
　http://www.aokinimame.com

　

昭
和
７
年
創
業
の
青
木
煮
豆
店
。
戦
前
は
大
八
車
に
煮
豆
を
載
せ

て
大
津
市
内
を
売
り
歩
い
て
い
た
そ
う
で
す
が
、
現
在
も
そ
の
伝
統

を
守
り
、
火
曜
、
木
曜
、
土
曜
日
に
移
動
販
売
車
で
市
内
を
ま
わ
っ

て
い
ま
す
。

　

金
時
豆
、
と
ら
豆
、
青
豆
、
大
豆
、
そ
ら
豆
、
黒
豆
、
え
び
豆
な

ど
定
番
の
煮
豆
は
、
前
日
か
ら
水
に
浸
し
、
豆
に
よ
っ
て
炊
く
時
間
や

火
加
減
を
調
整
し
な
が
ら
炊
き
上
げ
て
い
ま
す
。
ふ
っ
く
ら
と
や
わ
ら

か
く
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
豆
の
味
わ
い
が
楽
し
め
る
の
は
、
こ
の
道
一
筋

の
豆
屋
さ
ん
な
ら
で
は
の
も
の
。

　

ま
た
、
日
高
昆
布
で
に
し
ん
を
巻
い
た
昆
布
巻
き
は
、
薪
を
使
っ
て

昔
な
が
ら
の
お
く
ど
は
ん
（
か
ま
ど
）
で
じ
っ
く
り
炊
い
た
も
の
で
、

と
ろ
け
る
よ
う
に
柔
ら
か
な
昆
布
の
う
ま
味
が
広
が
り
ま
す
。
着
色

料
や
保
存
料
、
甘
味
料
を
使
っ
て
い
な
い
の
で
安
心
、
自
家
製
の
塩
昆

布
や
ご
ま
め
、
ち
り
め
ん
山
椒
な
ど
も
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
の
人
気
商
品
は
、
煮
豆
が
た
っ
ぷ
り
入
っ
た
ど
ら
焼
き
で
、

金
時
豆
、と
ら
豆
、青
豆
、そ
ら
豆
の
４
種
。ほ
の
か
な
塩
気
が
絶
妙
で
、

ボ
リ
ュ
ー
ム
も
あ
っ
て
お
や
つ
や
軽
食
に
ピ
ッ
タ
リ
で
す
。

　

湖
西
線
志
賀
駅
の
す
ぐ
近
く
、
琵
琶
湖

畔
に
あ
る
お
店
に
は
イ
ー
ト
イ
ン
ス
ペ
ー

ス
も
あ
っ
て
、
煮
豆
を
ト
ッ
ピ
ン
グ
し
た
か

き
氷
や
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
は
夏
場
の
人
気

メ
ニ
ュ
ー
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ほ
か
に
も
金
時
豆
の
お
し
る
こ
、
豆
の
せ

ト
ー
ス
ト
と
い
っ
た
煮
豆
屋
さ
ん
ら
し
い
オ
リ

ジ
ナ
ル
メ
ニ
ュ
ー
や
、
ハ
ン
ド
ド
リ
ッ
プ
の
コ
ー

ヒ
ー
、
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
も
あ
っ
て
、
レ
ジ
ャ
ー
で

訪
れ
た
人
や
“
ビ
ワ
イ
チ
”
の
サ
イ
ク
リ
ス
ト

た
ち
の
憩
い
の
ス
ペ
ー
ス
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

激
し
い
ス
ポ
ー
ツ

を
し
て
い
た
人
が
社

会
人
に
な
っ
て
何
も

運
動
を
し
な
く
な
る

と
、
体
重
が
急
に
増

え
て
、
生
活
習
慣
病

や
腰
痛
な
ど
の
不
具

合
が
起
こ
る
と
い
う

の
は
よ
く
あ
る
こ
と

で
す
。

　

私
も
学
生
時
代
は

ラ
グ
ビ
ー
を
し
て
い

た
の
で
す
が
、
仕
事
を
始
め
る
と
運
動
す
る
機
会
も
な
く
な

り
、
付
き
合
い
で
お
酒
を
飲
む
こ
と
も
多
く
な
っ
て
、
体
重

が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

仕
事
柄
腰
痛
に
も
悩
ま
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、「
こ
れ
は
何

と
か
し
な
く
て
は
」
と
思
っ
て
、
15
年
ほ
ど
前
か
ら
週
に
１

度
ジ
ム
に
通
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
効
果
は

現
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
ほ
か
に
も
、
飲
み
水
を
変
え
た
り
水

素
を
吸
入
し
た
り
と
、
体
に
良
さ
そ
う
な
こ
と
を
い
ろ
い
ろ

試
し
て
き
ま
し
た
。

　

健
診
で
食
後
に
血
糖
値
が
急
上
昇
す
る
“
血
糖
値
ス
パ
イ

ク
”
の
傾
向
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
食
生
活
を
改
善
し
よ

う
と
始
め
た
の
が
“
１
日
１

食
法
”
で
す
。
原
則
と
し
て

食
事
は
夕
食
だ
け
し
か
と
り

ま
せ
ん
。
初
め
は
会
食
な
ど

で
一
人
だ
け
食
事
を
し
な
い

と
心
配
さ
れ
た
り
し
て
、
ま

わ
り
の
人
に
周
知
す
る
の
に

時
間
が
か
か
り
ま
し
た
。

　

食
事
の
時
は
血
糖
値
の
上

昇
を
予
防
す
る
た
め
、
必
ず

野
菜
か
ら
食
べ
始
め
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
ジ
ム
通
い
を
続
け
て
い
る
ほ
か
、
普
段
か

ら
で
き
る
だ
け
歩
く
よ
う
に
し
た
結
果
、
体
重
を
約
10
キ
ロ

減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
１
年
ほ
ど
前
か
ら
毎
日
ス
ト
レ
ッ
チ
を
行
っ
て

い
ま
す
。
き
っ
か
け
は
『
か
ん
た
ん
開
脚
で
超
健
康
に
な
る
』

と
い
う
本
と
の
出
会
い
で
し
た
。
股
関
節
を
中
心
に
呼
吸
と

合
わ
せ
て
ス
ト
レ
ッ
チ
す
る
“
真
向
法
”
と
い
う
運
動
法
を

紹
介
し
た
も
の
で
、
こ
れ
を
始
め
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
ず

い
ぶ
ん
体
が
柔
ら
か
く
な
り
、
冬
に
な
る
と
悩
ま
さ
れ
て
い

た
腰
痛
も
ピ
タ
ッ
と
起
こ
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

妻
か
ら
は
「
健
康
お
た
く
」
と
笑
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
か
ら
も
元
気
で
仕
事
が
で
き
る
よ
う
自
己
管
理
を
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

１日１食法で減量に成功
毎日のストレッチで腰痛予防も

株式会社藤田工業　　藤田 壮一郎

◯
の
中
に
漢
字
を
入
れ
て
四
字
熟
語

を
完
成
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

◯
を
つ
な
い
で
で
き
る
こ
と
ば
は
？

ヒ
ン
ト　

特
集
「
話
題
の
焦
点
」

【
ヒ
ン
ト
】

①�

気
前
よ
く
ご
ち
そ
う
し
た
り
、
物
を
与
え

た
り
す
る
こ
と
。

②�

生
涯
に
一
度
し
か
な
い
と
考
え
て
こ
と
に

専
念
す
る
こ
と
。

③�

給
与
を
国
費
で
負
担
す
る
国
会
議
員
の

秘
書
。

④
勤
め
て
い
る
会
社
を
思
う
気
持
ち
。

⑤�

法
令
の
効
力
を
発
生
さ
せ
る
時
に
必
要

な
細
則
。

⑥�

国
の
経
済
発
展
の
基
礎
を
な
す
重
要
な

産
業
。

クイズパズル

辻　　　 葵
岡 本　　 聖
北 村　　 馨
上原三栄子
植田　幸美
澤 田　　 務
平原　和美
近 藤ちひろ
鍋島　道雄
丹治　徳彦

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

①
大
●
振
舞

②
一
期
一
⃝

③
公
⃝
秘
書

④
愛
⃝
精
神

⑤
⃝
行
規
則

⑥
⃝
幹
産
業

●
●
●
●
●
●

週に一度はジムに通って
筋トレに励んでいる。

たっぷりの煮豆を
入れたどら焼き

金時豆のおしること煮豆をのせたかき氷

人気の昆布
巻きとえび豆
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